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研究成果の概要（和文）：本研究で行った屋久島・西部林道における枯死木分解実験の結果、ニホンザルは急激
な材の体積減少を引き起こし、さらに細片化された材はニホンジカに踏まれやすくなることがわかった。ニホン
ザルは節足動物を採食するために、森林内に多数存在する分解後期の白色腐朽材をよく壊しており、そのような
材にはクワガタ・ゴミムシダマシなどの幼虫、ゴキブリ、シロアリなどの節足動物が生息していた。本研究で得
られた結果は中大型哺乳類が分解後期において枯死木分解を促進する付加的な役割を果たすことを示唆してい
る。

研究成果の概要（英文）：Japanese macaques caused a rapid loss of deadwood volume, and furthermore, 
the fragmented deadwood was more likely to be trampled by Japanese deer in the western coastal 
forest in Yakushima Island, Japan. Japanese macaques broke white-rot wood in a late stage of decay 
in forests to feed on arthropods, and such wood was inhabited by arthropods such as larvae of 
beetles, cockroaches, and termites. The results of the present study suggest that medium and large 
mammals play an additional role in promoting deadwood decomposition especially in the late stage of 
decomposition.

研究分野：動物生態学

キーワード： 枯死木　哺乳類　昆虫

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
枯死木は森林に大量に存在するだけでなく、生物多様性や物質循環を支えるなど生態系において重要な役割を果
たしている。その分解は主に真菌や節足動物が担うことが知られている一方、中大型動物が枯死木分解プロセス
にどのように関与するかはよくわかっていない。本研究では、ニホンザルやニホンジカなどの中大型哺乳類が枯
死木分解速度にあたえる影響に関するデータを得ることで、枯死木と中大型動物という未解明のリンクに迫るこ
とができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 
枯死木をめぐる生物間相互作用ネットワークを深く理解することは、森林生態系の安定性およ
び森林動態を考えるのに必須である。枯死木は森林内に大量に存在するだけでなく、炭素や養分
を貯留したり多様な生物に食物や生息場所を提供したりするなど、森林の維持・更新に重要な働
きをしている。 
森林生態系における生物間相互作用ネットワークのなかで、中大型動物と枯死木の関わりは

これまで見逃されてきた。森林性動物は消費者として植物（生産者）を採食し、植物個体の形質・
個体群動態・群集構造に影響をあたえる一方、分解者として生物遺体を無機化し、森林内の物質
循環に貢献する。なかでも中大型動物は生食連鎖において種子散布者として働いたり、生息地を
改変したりすることで、生態系に重大なインパクトを及ぼす。その一方で、腐食連鎖において枯
死木分解の中心的な役割を果たすのは、真菌や節足動物とされてきた。しかし、中大型動物が枯
死木依存性昆虫を採食することは世界各地で報告されており、昆虫食の過程で無視できない量
の枯死木を物理的に破壊している可能性がある。 
中大型動物のなかでも霊長類は最適な研究対象である。最大の利点は、直接観察により動物が

昆虫食のために枯死木を破壊する行動の一部始終を捉えられることである。とくに屋久島では
ニホンザルが枯死木を破壊し昆虫を採食する行動が 1970 年代から観察されている。霊長類がい
つ・どのように枯死木を破壊し、どれくらい枯死木分解を促進するのかを解明することは、中大
型動物と枯死木の関わりに迫る端緒となり、森林生態系における中大型動物の役割を包括的に
理解するのに役立つにちがいない。 
 
 
 
２．研究の目的 
ニホンザルによる昆虫食にともなう枯死木破壊行動が枯死木分解速度にあたえる影響を解明す
る。そのために、(1)サルはどのような特性をもつ枯死木を壊すのか、(2)サルはいつ・なぜ枯死
木を壊すのか、(3)サルはどれくらい枯死木を壊すのかという 3 つの研究課題に取り組む。 
 
 
 
３．研究の方法 
調査はすべて鹿児島県屋久島町の西部林道で実施した。調査地には暖温帯常緑広葉樹林が広が
り、ニホンザルをはじめ、ニホンジカ・ニホンイタチ・タヌキ・ネズミ類などの哺乳類が分布し
ている。 
研究(1)(2)のために、ニホンザルの行動観察を行い、採食行動および枯死木破壊行動を記録し

た。また、森林内に存在する枯死木現存量および枯死木に生息する節足動物群集の調査を行った。
枯死木現存量調査では 50 m 四方の調査プロットを 8 つ（合計 2 ha）設定し、枯死木のサイ
ズ、腐朽タイプ、腐朽度、種名などを記録した。節足動物群集調査では、サルがよく壊した分解
後期の白色腐朽材および褐色腐朽材（倒伏木に限定）を対象とし、内部に生息している節足動物
の種と個体数を記録するとともに重量を測定した。 
研究(3)のために、森林内に調査プロットを 20 箇所設置し、枯死木放置実験を行った。分解

後期のマテバシイ白色腐朽材を 2 分割し、一方はそのまま放置、他方はサルが破壊できないよう
にネットで覆った。およそ 3 ヶ月おきにメジャーを用いて材の大きさを計測するとともに、材
の写真撮影を行い 3D モデルを作成することで、材の表面積・体積のデータを収集した。また、
自動撮影カメラを用いて動物の訪問および枯死木とのコンタクトを記録した。 
 
 
 
４．研究成果 
サルは分解後期の白色腐朽材（倒伏木）をよく壊す傾向にあった。森林内の現存量について、体
積は倒伏木より立枯木で大きかった一方、数は立枯木より倒伏木で多かった。倒伏木に限定する
と、褐色腐朽材より白色腐朽材の体積が大きく、数も多かった。また、枯死木に生息している節
足動物について、生息個体数は褐色腐朽材と白色腐朽材で同程度だったが、白色腐朽材では褐色
腐朽材より多様性が高く、重量も大きい傾向にあった。とくに、クワガタ類やキマワリ類の幼虫、
オオゴキブリなどが白色腐朽材に生息する節足動物の重量増加に貢献していた。これらの結果
より、サルが分解後期の白色腐朽材（倒伏木）をよく壊したのは、腐朽が進んでおり壊しやすい、
地上にたくさんあるためアクセスしやすい、餌となる節足動物がたくさん生息していることが
関連していると考えられる。 
サルはエネルギー収支の最も悪い冬に枯死木破壊行動を行うことが多かった。枯死木に生息



 

 

する節足動物は、サルの主要食物である果実種子の少ない期間にエネルギーやタンパク質の供
給源として重要であると考えられる。また、ニホンザルの枯死木破壊行動は主要な採食樹が多く、
平坦な場所でよく見られることがわかり、ニホンザルと枯死木の関わりが空間特異的である可
能性が示唆された。なお、計画していたよりも十分な観察時間をとることができなかったため、
過去に収集したデータも合わせて分析を行った。 
枯死木放置実験の結果、サルが破壊できないようにネットで覆った材は、そのまま放置した材

よりも体積減少が遅くなった（図 1）。行動観察の結果と同様、設置した材は冬（12-2 月）に破
壊されることが多かった。サルによる枯死木破壊行動は立て続けに起こり、材の体積は急激に減
少した（図 2）。ある個体が破壊した跡が採食場所の手がかりとなり、他個体によるさらなる破
壊が引き起こされていると考えられる。また、材の体積が小さくなるにつれて、シカに踏まれや
すくなる傾向があった。屋久島・西部林道のシカは葉リターを主要な食物とするため、林床のリ
ターを採食する際に細片化された枯死木を踏みやすいと考えられる。 
以上の結果より、中大型哺乳類は分解後期において枯死木分解を促進する付加的な役割を果

たしている可能性が示唆された。なお、現在も一部の材の分解が完了していないため、モニタリ
ングを継続して実施している。今後は、他種・他サイトでの検証を行うことで、より頑健な結論
を得る必要がある。また、枯死木―節足動物―中大型動物の関わりをとらえる研究へと発展させ
ることで、枯死木をめぐる生物間相互作用ネットワークにおける中大型動物と枯死木の関わり
の解明に引き続き取り組む。 
 

図 1 
枯死木（10 本×2 条件）体積の時系列データ（2019/12-2021/12） 
※各材の設置時点の体積を 1 とした。観測間隔は約 3 ヶ月。 

 

 
図 2 

ニホンザルがマテバシイ白色腐朽材を破壊する様子 
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